
火気と高温に注意
高圧ガスを使用した可燃性の製品であり、危険なため、
下記の注意を守ること。
①炎や火気の近くで使用しないこと。②火気を使用して
いる室内で大量に使用しないこと。③高温にすると破裂
の危険があるため、直射日光の当たる所や火気等の
近くなど温度が40度以上となる所に置かないこと。
④火の中に入れないこと。⑤使い切って捨てること。
高圧ガス ： 使用するガスの種類
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武内プレス工業

デザイン部

燃性表示の表示内容、文字サイズは、満注量やガスの種類により異なります。詳細は各充填業者様にご確認願います。
※規定の文字サイズであっても、平体（縦方向の縮小）で規定値を下回っている場合は、原則NGとさせて頂いております。
※（A）注意文の始まり、（B）高圧ガス表示で原則改行が必要となります。詳細は下図をご参照下さい。

表示例：可燃性ガス使用又は火炎の認められる場合

文字サイズ ： 容器容積が200ml未満
【甲】 漢字：12ポイント以上、かな：6ポイント以上　 【乙】 6ポイント以上

文字サイズ ： 容器容積が200ml以上
【甲】 漢字：16ポイント以上、かな：8ポイント以上　 【乙】 8ポイント以上

【甲】 

【乙】

色指定について
【甲】 赤字に白色の文字で表示
【乙】 原則白地に黒文字で表示だが、鮮明であれば他の色も可

但し使用するガスの名称は赤字で表示

40.0φ ： 177.0mm以上

50.0φ ： 118.0mm以上

45.0φ ： 141.0mm以上

53.0φ～66.0φ ： すべて

（A）

（B）

200m l以上に該当する規格

エアゾール製品の入稿データについて

デザインデータの入稿形態について

文字サイズについて

バーコード（JAN13）について

燃性表示の文字サイズについて

横方向の余白部は
任意で確保下さいバーコード（JAN13）は100％～80％（最小）のサイズ内で作成

下さい。読み取り上、周辺の余白が必要となりますので、右図を
参考に挿入をお願い致します。
※ベース色がアルミ地、シルバー、濃色等の場合、バーコード
　読み取り上の問題から、余白部に白印刷が必要となります。
※横置きは印刷上の問題で基本NGの為、縦置きで挿入願います。

文字サイズは「通常文字」4.5pt以上、「ヌキ文字」5.0pt以上でご入稿下さい。
書体は文字カケの懸念から、なるべく「明朝系」を避け、「ゴシック系」の使用を推奨しております。
特にヌキ文字の場合は、文字潰れの懸念がある為、太めの書体をご使用下さい。

○　武内プレス工業　　　△　武内プレス工業【通常文字：4.5pt以上】

○　武内プレス工業　　　△　武内プレス工業　　　×　武内プレス工業【ヌキ文字：5.0pt以上】

縦方向の余白一覧
100％ ： 38.0mm幅
95％ ： 36.0mm幅
90％ ： 34.0mm幅
85％ ： 32.0mm幅
80％ ： 30.0mm幅
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【ケヌキ印刷】 【ノセ印刷】

色が重なる為、
『青→緑』になります

色を重ねない為、
『青』のまま変わりません

【データ形式】 Adobe Illustrator形式（AI形式）でご入稿下さい（バージョンはIllustrator8から最新のIllustratorCCまで対応）
※ご希望の規格サイズに合わせた寸法図（AI形式）をお作りしますので、弊社営業までご相談下さい。また充填用、HOT印刷用に
　アイマークが必要な場合、挿入条件によって印刷範囲が変わりますので、事前にお知らせ下さい。

【印刷条件】 基本は特色のケヌキ印刷で、ノセ（かけ合わせ）印刷は原則行っておりません。6色6版までの特色印刷が可能です。
※地色、印刷色の組合せ（サイズ地に広範囲の白印刷等）によっては、品質面の問題から量産不可の場合がございます。
　量産可否については弊社営業に確認をお願い致します。
※文字はアミ点やかけ合わせでの再現ができない為、特色（スポットカラー）のベタ（100％）で作成下さい。
※写真版や複雑な絵柄、グラデーション等、色合いや仕上がりが重要視されるデザインの場合は、
正確な完成イメージを確認する為、仕上がり見本（モック、紙、フィルム等）を必ずご支給下さい。
こちらを元に印刷方式・条件に最適な印刷色・版構成をご提案致します。

【フォント】 テキスト部（文字部）は全て”アウトライン化”した状態でご入稿下さい。
※テキストデータ（アウトライン化されていない元データ）は、書体やサイズの確認用
　として使用しますので、可能であれば入稿をお願い致します。

【アミ点】 アミ点の線数は基本「120線」です（場合によって「100線」を使用します）

【ケイ線】 ケイ線の線幅（太さ）は原則「0.3pt（約0.1mm）」以上必要、
ヌキでケイ線を再現する場合は「0.57pt（約0.2mm）」以上必要です。


